
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロス・フォールデット・ダイポール・アンテナ 

 

             製作マニュアル 

これまで同軸ケーブルの持つ速度係数（短縮率）を活かしたアンテナを製作出来たら、頂

冠キャパシティや短縮コイルを使わないシンプルな短縮された、アンテナを実現出来るので

はないかと無線に関わってきた方々が挑戦されてきましたが完成には至りませんでした。 

ＪＦ２ＱＫＡ局、当局２ｎｄの協力を得てこのアンテナを完成させることが出来ました。こ

のアンテナが皆さんのアマチュア無線の運用に役立つよう、製作方法（バラン）を紹介する

ものです。是非製作され、試していただきたいと願っています。またＣＱ誌２００８年７月

号５６頁に５０Ω系同軸ケーブルをエレメントとしたアンテナとして掲載されています。 

 このマニュアルの内容は随時書き加え・内容の訂正等を生じる可能性がありますことをお

断りしておきます。尚、無断での内容の複写・転用はお断りします。また知的財産権にも関

わっていますのでご留意願います。（末尾参照） 

 

ＪＡＪＡＪＡＪＡ２２２２ＡＺＺＡＺＺＡＺＺＡＺＺ        ２００８２００８２００８２００８．．．．１１１１１１１１．．．．２３２３２３２３    

参考文献 

 ＣＱ出版社 昭和６２年 ７月１５日発行第７版 

「トロイダル・コア活用百科」 

ＣＱ出版社 ２００３年 ８月 １日発行 初版 

「定本トロイダル・コア活用百科」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５Ｄ２Ｖ任意長 

ＪＡ２ＡＺＺ （２００８．７．６）

１／１０ 

５０Ω（不平衡） 

トランシーバーへ 

８００Ω（平衡） 

同軸ケーブルエレメントへ 

巻線比                １：４ 

インピーダンス比           １：１６ 

インピーダンス変換比    ５０Ω不平衡：８００Ω平衡 

使用フェライトコア       ＦＴ－１１４＃４３ｘ４ 

巻き方       ０.５ΦＫＱＥ線を２本捩りにしたバイファイラ巻各１０回巻 

作動周波数     ３ＭＨｚ以上のＨＦ帯（4頁末尾参照） 

 

バランバランバランバランのののの製作製作製作製作にににに時間時間時間時間をををを掛掛掛掛けてけてけてけて丁寧丁寧丁寧丁寧にににに作作作作ってくださいってくださいってくださいってください 

 

○ 決してエナメル線やポリウレタン線をそのまま使わないでください。 

一次側と二次側とでは電位差が４倍になりますので絶縁について考慮せねばなりません。 

○ コアに巻き込むバイファイラ線は仮線仮線仮線仮線でででで長長長長さをさをさをさを決決決決めてめてめてめてから作ってください。 

この説明書によるコア・線材を使用する分については以下の参考図のとおりでＯＫです。 

○ バイファイラ巻きは４つのコアがそれぞれ同じ捩り数を守って極力コアに密着するよう巻き込んでください。せいぜい５０ｍｍ

あたり６～７回の捩りでＯＫです。 

○ この４個のトランスは極力均一性を保つように作ることが大切です。 

○ コアから各接続部への長さは全て同じにしてください。 

○ ケース内にコアを収める形状には特に考慮する必要はありません。 

５０５０５０５０ΩΩΩΩ：：：：８００８００８００８００ΩΩΩΩ    バランバランバランバランのののの製作製作製作製作 

ＣＱ誌２００８年７月号（Ｐ５６）に掲載された「クロス給電方式７ＭＨｚダイポール・アンテナ」（５０Ω系同軸ケ

ーブルをエレメントにした短縮されたアンテナ）を給電するために必要なインピーダンス変換バランの製作法を解説し

ます。ＣＱ誌を一読して製作していただけたら良いかと思います。 

バランバランバランバランのののの構成図構成図構成図構成図    

クロスクロスクロスクロス給電方式給電方式給電方式給電方式７７７７ＭＨｚＭＨｚＭＨｚＭＨｚダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナ 

アンテナアンテナアンテナアンテナ全体全体全体全体のののの構成図構成図構成図構成図    

バラン 

ＴＲＸ 

le le ls 

ケーブル   ｌe    ｌs    全長 

５Ｄ２Ｖ  ６,７８０  ２０  １３,５８０ 

３Ｄ２Ｖ    ６,７１０  ２０  １３,４４０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 

F1 

コアの内側を通った回数が巻き数です 

１０回巻きで作ります 

使用するフェライト・コアは 

    ＦＴ－１１４＃４３ ４個です 

 

このトランスを４個作ります 

 

巻き方は 

バイファイラ線のほぼ中央をコアの内側にあて

がい左右に巻き込みます 

 

S１ 

S２ 

Ｆ２ 

Ｔ１，２，３，４ 

線材は ０.５ｍｍ ＫＱＥ線を使用しています 

    この線材は０.５ｍｍの単芯に耐熱絶縁被覆が施さていて外

径は１.０ｍｍです 

   耐熱３５０℃１分 ２００℃３０分 連続９０℃ テフ

ロン線に比べ安価で絶縁被覆が薄いのと単芯であることが

製作し易いので採用しました 

「マルツパーツ」で購入しました 条長２ｍｘ７（色）

￥５７７円（ 昨年５月 ）でした この線材以外でも差し

支えありません 

３／４ 

バイファイラバイファイラバイファイラバイファイラ線線線線（（（（ペアペアペアペア線線線線））））    

バイファイラバイファイラバイファイラバイファイラ巻巻巻巻きききき    

２／１０ 

バランバランバランバラン・・・・全体全体全体全体のののの接続接続接続接続図図図図    

≒２８０ｍｍ 
a 

この図は２本の線を捩（よじ）ったものです 

今回のバランではこのペア線を４組作ります 

あまり強く線材を引っ張った状態で捩ると部分的に

細くなったりしますので注意して下さい 

 

４００ｍｍほどのＫＱＥ線を２本用意して下さい 

図のように捩り部を２８０ｍｍ、接続用リード部（ａ）

を７０～８０ｍｍ確保します 

 

 

ＬメーターではＦ１－Ｆ２、Ｓ１－Ｓ２はそれぞれおよそ

６７～６８μＨを示します。この値はＦＴ－１１４＃４３の

平均的な値です。４個のトランスはほぼ近い値のものを組み

合わせて（せいぜい１０％以内の組合せ）構成してください。

良いバランができるかどうかはここがツボです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレメント接続端子 

S２ Ｆ２ S２ Ｆ２ S２ Ｆ２ S２ Ｆ２ 

Ｓ１ F1 F1 Ｓ１ F1 Ｓ１ Ｓ１ F1 

同軸コネクタ 
同軸コネクタのグラウンド側の接続は図では２箇所

となっていますが実際には１箇所です。 

 
 印は接合点です。ハンダ付けを要します。 

 

Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３ Ｔ４ 

コアから各端子・接合部への線長はなるべく短くして下さい。 

エレメント接続端子への配線長（Ｔ１・Ｆ２、Ｔ４・Ｓ２） 

を同じ長さにする。各コア間（Ｓ２・Ｆ２）を接続する線長はそれ

ぞれ同じ長さで短く接続して下さい。 

 

完成したら接続など目視チェックして下記①または②を用意し、③のチェックを

して下さい。 

① ＳＷＲアナライザと８００Ωの高周波抵抗器 

② またはＳＷＲメーターと送信機および８００Ωの高周波抵抗器です。 

この場合はＳＷＲメーターが作動する最小の出力で抵抗器はその電力に耐

えられるものとして下さい。 

③ エレメント接続端子に８００Ω（ または極力近い値 ）の高周波抵抗器を接

続し、同軸コネクタにＳＷＲアナライザまたはＳＷＲメーターと送信機を接

続し、ＳＷＲが１.０に近ければ合格です。 

④ 大きく違う場合；結線に問題がある------製作を見直して下さい。 

          断線・短絡---------------製作を見直して下さい。 

余り良くない ；バイファイラ線の巻き方がゆるい、コアからの結線接続が

長すぎる、またはそれぞれの長さの違いが大きい、コアへの線材の巻き方

に均一性がないなど------少々のことは気にしない 

 

クリア出来たらバランは完成です。ケースに収め、エレメントを接続して試して下さい。 

３／１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケースケースケースケースにににに収収収収めためためためたバランバランバランバラン    

コアが２段重ねに見えますが個々のコアをケース内でのガサツキ・ほつれをなくすためバイフ

ァイラ巻きの終わったコアを２個ずつまとめたものです。コアの内側に白く見えるチューブ状の

筒はその役目を担っています。樹脂系のチューブなのですがどこから調達した物なのか覚えがあ

りません。 

 

バランバランバランバランのののの耐電力耐電力耐電力耐電力    

コア４個を使用したこのバランは 

７ＭＨｚでは１００Ｗの運用で問題無い------０８０６１５より固定で運用中です。 

「トロイダル・コア活用百科」Ｐ４６６「第９－１５図強制バランの許容入力電力」にＦ

Ｔ１１４＃４３の特性図があり、⑤の状態が参考になると思います。これによりますと３

０ＭＨｚ１１０Ｗ、７ＭＨｚ１０５Ｗ、１.９ＭＨｚ１００Ｗというところでしょうか。線

材を太くできれば４００Ｗでの使用も可能です。 

４／１０ 

バランバランバランバランのののの考察考察考察考察    

どこかで値を見誤ってしまったようで訂正します。ＦＴ１１４＃４３のＡＬ値は０.６０３μＨ（１ｔ）で１０ｔでは６０.

３μＨとなり、４個のコアを使用した二次側の値はおよそ２４０μＨなのですがこの値は１.８ＭＨｚには対応しません。コ

アへの巻き数を１２ｔとするとＯＫです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＷＲアナライザ 

５.５ｍ 

２.６ｍ 

１.７ｍ 

５Ｄ２Ｖ同軸ケーブル 

Zi SWR 

SWR 

3 

 

2.5 

 

2  

 

1.5 

 

1 

５５５５ＤＤＤＤ２２２２ＶＶＶＶ同軸同軸同軸同軸ケーブルケーブルケーブルケーブルををををエレメントエレメントエレメントエレメントにににに使用使用使用使用したしたしたした短縮短縮短縮短縮アンテナアンテナアンテナアンテナのののの特性特性特性特性 

6900                   7000                     7100                     7200KHz 

Zi(Ω) 

100 

 

 

 

 50 

 

 

 

Zi 

SWR 

3 

 

2.5 

 

2  

 

1.5 

 

1 

SWR 

３３３３ＤＤＤＤ２２２２ＶＶＶＶ同軸同軸同軸同軸ケーブルケーブルケーブルケーブルをををを使用使用使用使用したしたしたした短縮短縮短縮短縮アンテナアンテナアンテナアンテナのののの特性特性特性特性 

6900                   7000                     7100                     7200KHz 

Zi(Ω) 

100 

 

 

 

 50 

 

 

 

           ５Ｄ２Ｖ   ３Ｄ２Ｖ 

ＳＷＲ＝２.０の範囲 １５４KHz １７７KHz  １.５D２Ｖを使用すれば２００ＫＨｚをクリアか？ 

ＳＷＲ＝１.７の範囲 １１８KHz １４３KHz 

ＳＷＲ＝１.５の範囲  ８２KHz  ９５KHz 

実験実験実験実験のののの架設状態架設状態架設状態架設状態    

エレメント長  

５D２Vをエレメントとした場合 6,780x2+20=13,580 

３D２Vをエレメントとした場合 6,710x2+20=13,440 

短縮率  

５D２Vをエレメントとした場合 ≒６３.９％

３D２Vをエレメントとした場合 ≒６３.２％

５／１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

370 a a 

密着平行線密着平行線密着平行線密着平行線によるによるによるによるバランバランバランバランのののの製作製作製作製作    

さきに製作した二本よじりのバイファイラ巻きをこの方法で製作するとバランの許容電力はほぼフェライト

コアの耐電力に相当させることができます。特性に均一性のあるトランスを容易に製作でき、このような複数の

コアを組合せて作るのには良い方法です。 

材料材料材料材料    

  ＦＴ－１１４＃４３ フェライトコア ４個 

０. ８Φ ポリウレタン銅線 またはエナメル銅線 あるいは低損失線材（裸線でも良い） 

０.５５～０.６ｍ ×８  約５ｍ 

１.０Φ 熱収縮チューブ（黒色） ０.３７ｍ×４ 

２.０Φ 熱収縮チューブ（透明） ０.３６ｍ×４ 

密着平行線密着平行線密着平行線密着平行線のつくりかたのつくりかたのつくりかたのつくりかた    

１． 図図図図１１１１のように０.８Φポリウレタン銅線を５５０～６００ｍｍにしたものを８本、１.０Φ熱収縮チューブ３７０ｍｍを

４本、２.０Φ熱収縮チューブ３８０ｍｍを４本用意します。 

２． ポリウレタン銅線に１.０Φ熱収縮チューブ３７０ｍｍを被せます。ａ部は捨て部分＋結線用です。直線になるようテ

ンションを掛け、これをガスバーナーなどで加熱して収縮させます。温度がじゅうぶん下がってから次の行程へ進めて

下さい。４本作ります。 

３． 次にポリウレタン銅線と熱収縮チューブを被せた線材をペアにし、２.０Φ熱収縮チューブを図図図図２２２２のように被せ、ガス

バーナーなどで加熱して収縮させます。線に捩れができないよう確認し、万力などで固定し、プライヤーなどでテンシ

ョンを掛けた状態で加熱・収縮させてください。密着平行線を上手に作るポイントです。４組作り上げて下さい。 

４． 図図図図３３３３が密着平行線の仕上がり図です。 

図図図図AAAA    

図図図図BBBB    

図図図図CCCC    

フェライトコアフェライトコアフェライトコアフェライトコアのののの確認確認確認確認    

ＦＴ－１１４＃４３のＡＬ値は平均値表示が６０３ｎＨで最小値が４３０ｎＨのようで大変バラツキが大きく＋側

にいたっては一体どれくらいの値のものまで含まれているのか不明です。１ロット何個製造されているのかはわかりま

せんが１ロット中の製品には大きなバラツキはないように思われます。 

４個のフェライトコアを組み合わせて作るこのバランにとって大きなバラツキは良い状態で仕上がるとは思えません

のでＡＬ値をある程度の範囲で揃えてください。コアに単芯線を５回巻きにしてＬメーターで測定した結果を元値に換

算してみました。４個のコアは７３０～７５０ｎＨの値でしたので良く揃っているといえます。 

 

550~600 

370 

６／１０ ＪＡ２ＡＺＺ （２００８．９．３０）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Zi 

SWR 

写真のトランスのインダクタンスは平均的な

値です。他は９６～１００μHで仕上がりまし

た。この値ならば１.８MHｚより作動させるこ

とができます。 

ケースに組み込んだ状態 

ガサツキ防止のためやはり２個ずつ重ね

ています。建築資材の隙間埋め用のスチロ

ールチューブ２０Φを使用しました。 

 

完成したこのバランのインダクタンスは 

１次側≒ １５.７μH 

２次側≒３５５μH   で計算値と合いま

せん。どこにキャンセル分があるのか？未

解明。 

 

エレメント接続部に８００Ω（２.４KΩを

３本並列接続）を接続して測定しました。

（下図）SWR アナライザは１.７MHｚあ

たりまでしか測定できません。この結果か

らして１.７MHｚ～１１MHｚでの使用は

OKのようです。 

７／１０ 

   1.7     2.1     3.0    3.8    6.4     7.2    8.1    10.1    13.7    15.9   22.0   26.2   35.3   44.3   MHz

      1.1     1.05    1.02    1.0      1.05     1.07    1.1      1.2      1.3      1.5      1.7    2.0     2.5     3.0     
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図図図図ＡＡＡＡ    クロスクロスクロスクロス給電同軸給電同軸給電同軸給電同軸ダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナ    

このアンテナは同軸ケーブルの速度係数（短縮率）を活かした状態で作動

する。このアンテナのエレメント上の電流分布は赤線で示したように表示で

きる。これはフォールデットダイポールと同じです。（図Ｂ）ただ単に給電部

がクロスしているか、していないかの違いです。 

図図図図ＢＢＢＢ    フォールデットダイポールアンテナフォールデットダイポールアンテナフォールデットダイポールアンテナフォールデットダイポールアンテナ    

この種のアンテナは古くは３００ΩＴＶフィーダーで実現したフォールデ

ットダイポールアンテナがあります。古い解説本ではこのままでフィーダー

の短縮率（およそ８２％）で作動するとの記述があります。実際に作られた

方々の評価は短縮されて作動しなかったとの結論がほとんどです。このアン

テナについては再実験の結果、思わぬ評価が得られましたので追実験をして

みたいと考えています。 

図図図図ＣＣＣＣ    ８８８８ＪＫＪＫＪＫＪＫアンテナアンテナアンテナアンテナ    

クロス給電同軸ダイポールと同様の給電法なのですが、このアンテナは前

後のエレメント間隔は１／８λとすることにより作動する。電流分布は同じ。

図図図図ＤＤＤＤ    ダブルバズーカアンテナダブルバズーカアンテナダブルバズーカアンテナダブルバズーカアンテナ（米国特許Oct.23,1984） 

このアンテナは短縮されては作動していません。基本的に１／２λのダイ

ポールアンテナと同じです。同軸ケーブルは（電気的１／２λ長）定在波の

立つのを避けるスタブとして使用し、広帯域に作動するアンテナとして実現

しています。よく見てみるとダイポールアンテナと同軸ケーブルスタブが並

列に接続されているのが解ります。当然のことながらダイポールアンテナの

給電インピーダンスが低いので給電インピーダンスは５０Ω近くに下がりま

す。このアンテナが意外に良い性能を発揮しているとの評価は、この同軸ケ

ーブル自身からも効率は落ちるが電波の輻・受射（送・受信がおこなわれて

いる）があると思われます。 

クロスクロスクロスクロス給給給給電同軸電同軸電同軸電同軸ダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナダイポールアンテナは、ダブルバズーカアンテナのスタブと

して使用している部分のみを給電したアンテナといえます。（誰でも思いつく

範囲なのかも知れませんが、これまで誰も追求しなかったようです。） 

こうしてみると同軸ケーブルをエレメントとして使用していることがアンテ

ナの広帯域性を発揮していると思われます。 

アンテナアンテナアンテナアンテナとしてどのようにとしてどのようにとしてどのようにとしてどのように作動作動作動作動しているかしているかしているかしているか？？？？    

 

短縮された状態で外部導体および芯線にそれぞれ同相の高周波電流が流れ電波が輻射されると考えられます。 

同軸ケーブルの芯線から輻射されることは常識的にあり得ないことなのだが、もし輻射されないとすると熱損失となり安定して送

信アンテナとして作動させることは出来ないはずなのだが現実はそんな状態にならない。どうやらこの結線による高インピーダン

ス給電が従来の常識的な作動状態を覆してしまっているように感じられる。なぜなのかは不明。もっと単純明快な答えがあるのか

もしれないが私には解りません。 

ゆえに短縮された分だけ効率は落ちるが２波乗ることにより半波長ダイポールアンテナとくらべ遜色は無く、むしろ若干の＋利

得が予測される。実際に測定したわけでもなく、シミュレーションソフトもあるわけではないのです。またダイポールアンテナと

比較したわけでもありません。あくまで私の勝手な想像に過ぎないことをご理解ください。 

Ｄ図のダブルバズーカアンテナをＭＭＡＮＡ（または他のアンテナ解析ソフト）で解析出来るのならば簡単にシミュレーション出

来そうです。 

～

～

８／１０ 

Ａ クロス給電同軸ダイポールアンテナ 

Ｂ フォールデットダイポールアンテナ 

Ｃ ８ＪＫアンテナ 

～ 

Ｄ ダブルバズーカアンテナ ～



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.39 

もうもうもうもう一一一一つのつのつのつの方法方法方法方法；；；；フェライトビーズフェライトビーズフェライトビーズフェライトビーズによるによるによるによるバランバランバランバランのののの製作製作製作製作

フェライトコアに巻き込むのは結構面倒な作業です。そこでこれまで６ｍ用のバランで実現した製作法を応用してみ

ます。使用するフェライトビーズはＦＢ８０１＃４３です。１個あたりの許容通過電力は１ＭＨｚで４．２４Ｗにすぎ

ませんので１．９ＭＨｚでの許容通過電力は７．６３２Ｗです。実際には半分程度と見るのが妥当と思われます。一つ

のトランスを８３．６μＨとするとフェライトビーズ５４個を要します。４組作るには２１６個を要します。 

許容通過電力はおよそ１６４８Ｗとなります。ＦＢ８０１の内径は２．３９ｍｍですので先に作った密着平行線（図

A）の状態で使用することが出来ます。 

３．５ＭＨｚ以上での作動ならば３０個ｘ４＝１２０個で許容通過電力はやはりおよそ１３２０Ｗとなります。いずれ

も安全のため１／２程度の電力が実用許容通過電力と考えたら良いと思います。 

7.52 

7.55 

FB801#43 FB801#43 FB801#43 FB801#43 寸法図寸法図寸法図寸法図（mm） 

AL値 1565 nH    

フェライトビーズフェライトビーズフェライトビーズフェライトビーズによるによるによるによるバランバランバランバランのののの構成図構成図構成図構成図    

800Ω平衡 

50Ω不平衡 

L； 

１.９MHｚ対応 

４０７.７ｍｍ  FB ５４ｘ４ 

３.５ＭＨｚ以上対応 

２２６.５ｍｍ  FB ３０ｘ４ 

９／１０ 

L 



おまけ 

 

「スタブスタブスタブスタブ」とは 

 

ＣＱhamradio Mar.2008 別冊付録 

スタブ…stub. アンテナとフィーダーのインピーダンスマッチングに使用する補助線。アンテナエレメントやフィーダーにス

タブ（補助線）を２本出し、先端部を開放したりショート（短絡）してインピーダンスを調整する。 

 

フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）） GNU Free Documentation License 

スタブ: 高周波回路において、他端の短絡した 1/4波長より短い伝送路、あるいは、他端が解放になっている 1/4波長より短

い伝送路は容量性の負荷にみえる。アンテナの整合を取る場合に用いられることがある。; 電気的に短いアンテナ: モノポー

ル、ダイポールその他のタイプのアンテナで、電気的な長さが 1/4波長より短いものは、駆動回路（無線機など）から見た場

合、容量性の負荷にみえる。整合を取るため小さな容量の可変インダクタが挿入されることがある。 

 

スタブ詳細解説 

知的財産権があると思いますので、このマニュアルには掲載しません。知りたい方は下記をアクセスして下さい。 

東京工業大学の研究グループの助手、他にも非常勤講師（電気回路学）を勤められています；平野拓一氏の詳細解説です。“～”

を日本語で書き入れ検索できます。 

“平野拓一のホームページ” http://www-antenna.ee.titech.ac.jp/~hira/ 

講義／電磁界解析法概論／チョーク構造とスタブの原理 

 

英和辞典 

stub ━━ n. 切株; （鉛筆などの）使い残り; （切符などの）半券; 短い切れはし; ((一般に)) 短いずんぐりしたもの; （歯の）

根; （タバコの）吸いさし; （小切手帳の）控え; 【コンピュータ】ダミー, 代用部分. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０／１０ 

関連する特許文献の内容 

 

米国特許   第０４４７９１３０    一般的に知られているダブルバズーカアンテナ 

米国特許   第０３６５６１６７    垂直系の同軸ケーブルを利用したダイポールアンテナ 

日本特開   平０１－１１７４０３   誘電体アンテナ 

日本特開   ２００４－３２８３６４  モノポールアンテナ 

日本特開   ２００４－３２８３６５  ダイポールアンテナ 

日本特開   ２００８－２２８２５７  短縮されて作動する同軸ケーブルを利用したダイポールアンテナ 

 

特許；発明品として認められた権利  特開；特許願が公開されているの意味  

日本特開は最終的にどのような内容になっているかは解りませんがすべて特許となっている様です

検索用  H01-117403 

                                                                          2004-328364 

                                                                          2004-328365 

                                                                          2008-228257 


